
提出書類作成時の注意事項

【共通事項】
・ 本表彰は、文部科学大臣が優秀な教職員を直接表彰することにより、当該教職員の意
欲を向上させ、さらなる活躍を期待し、もって、広く他の教職員の模範となることをも
期するものであり、その趣旨に沿って、候補者の選考を行われたいこと。
・ 本表彰の推薦に当たっては、各教育委員会において実施している人事評価を踏まえた
ものとすることに留意すること
・ 本表彰の対象となった教職員については、表彰に伴う措置として、昇給・昇任などの
処遇への適切な反映を図るとともに、他の教職員の資質向上への活用など成果の普及も
併せて留意すること。

様式１「推薦書」及び「推薦候補者名簿」について
別紙「推薦候補者名簿」については、別添記入例を参考に必要事項を記入すること。

様式２「教職員表彰候補者調書」について
（１）「生年月日（性別・年齢）」欄の年齢
平成２５年４月１日現在の年齢を記入すること。

（２）「略歴」欄及び「在職年数」欄
教職員として正式採用されてからの略歴及び在職年数を記入することとし、略歴
欄には、主として、学校間異動等の人事異動の記録を記入すること。（なお、人事
異動の記録として、役職に就いている場合には、その役職も記入すること。）
「在職年数」について、校長・副校長等相当職や教育委員会事務局職員等に在職
していた期間は累積せず、実際に学校で教職員として在職していた期間のみ累計す
ること。

（３）「実践分野」欄
教職員表彰実施要項第３条の選考基準の中から、推薦に当たって主たる理由とし
て該当する号を一つだけ選択すること。
一 学習指導において、特に顕著な成果を上げた者
二 生徒指導、進路指導等において、特に顕著な成果を上げた者
三 学校体育や学校保健、学校給食において、特に顕著な成果を上げた者
四 部活動等において特に顕著な成果を上げた者
五 特別支援教育において、特に顕著な成果を上げた者
六 地域との協働の推進、学校事務の機能強化など学校運営の改善において、特
に顕著な成果を上げた者
七 その他学校教育において、他の教職員の模範となるような実践を行い、特に
顕著な成果を上げた者

（４）「被表彰歴」欄
推薦者において実施している表彰制度において、今回の候補者が既に表彰を受け
ている場合には、その表彰内容、年度等について記入すること。推薦者において実
施している表彰を受けていない場合又は推薦者において表彰制度を設けていない場
合には、他の表彰制度における表彰歴、あるいは今回推薦を行うに当たって表彰を
受けるに値すると考えられる経歴について記入すること。

（５）「推薦理由」欄
①候補者を推薦する理由を詳細に記入すること（実施要項中の「特に顕著な成果」
の具体的内容を記入する）。記入内容は、一般に推薦理由が容易に理解できる表
現にするとともに、所定欄の枠内で判定に資する程度の十分な分量を記入するこ
と。
②候補者を推薦する理由を１行程度で記入すること（上記①の要約）。
（例１）キャリア教育の一環として、模擬株式会社の運営等の体験を通じた職業観



の醸成を図り、地域や産業界の高い評価を得た。
（例２）これまで指導したすべての学校を全国ロボット大会の出場常連校に育てあ

げ、工業教育の広報及び振興に貢献。
（例３）サッカー部顧問。県大会11年連続優勝、全国大会でも毎年上位に進出。

（６）その他
・ 推薦に際しては、勤務実績良好かつ過去において懲戒処分等の罰を受けていない
ことを十分確認すること。
・ 候補者が死亡した場合、又は候補者に関する問題等が生じた場合は、速やかに連
絡すること。
・ 教職員表彰実施要項第２条第１号の「教職員」とは、幼稚園、小学校、中学校、
高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の主幹教諭、指導教諭、教諭、助教諭、
養護教諭、養護助教諭、栄養教諭、講師及び事務職員等であり、教頭等の管理職に
ついては、表彰の対象ではないこと。
・ 教職員表彰実施要項第２条第３号の「原則として、既に推薦者による表彰を受け
ていること。」とは、例外として、表彰制度を設けている推薦者が、同要項第３条
各号に該当する者であると判断できる場合において、推薦者による表彰を受けてい
ない者を本表彰の候補者として推薦することが可能であること。

○その他の注意事項
（１）推薦に当たっては、各担当者の連絡先を明示しておくこと。

（２）様式１のうち、「推薦者候補者名簿」について、メールで送信する際のファイル
名は、次の例によること。
例 推薦年 ２５
推薦都道府県名 東京都 ２５東京公立
推薦者（※） 公立
※ 国立大学附属学校 ～ 国立、公立学校 ～ 公立、私立学校 ～ 私立

（３）記載事項については、履歴書等に基づいて正確を期すなど、誤りがないよう十分
に確認すること。なお、氏名は戸籍上の字体を原則とするが、行書体、草書体は常
識的に判断し、適正な漢字の楷書体（ＪＩＳ第２水準まで）で入力し、外字は作成
しないこと。なお、ワープロで表示できない漢字の場合は、印刷後の候補者調書に
手書きで記入し、該当する文字を〇印で囲むこと。

○書類の提出について

（１） 提出書類の部数及び提出方法

提出
提 出 書 類 備 考

部数

１ 推薦書 １部 電子媒体（メール可）も併せて提出する
こと。

２ 教職員表彰候補者調書 １部

（２） 提出期限：平成２５年１０月２５日（金）


